
発行所／愛媛県町村会・愛媛県町村議会議長会
　　　　〒790-0001 松山市一番町4丁目1番地2
　　　　ＴＥＬ  089-941-7598（代表）
　　　　ＦＡＸ  089-945-1318

町会報 ２０２５

５
Vol.194

   愛媛県立松山南高等学校砥部分校デザイン科では、 今年

度、県内で初めてゲーム制作の基礎を学ぶ 「ゲームクリエー

ションコース」を新設し、最新技術を習得できる学習環境が整

備されました。これに伴い、従来40人だった定員を80人に

拡大し、全国から生徒を募集したところ、 97人が志願し、今

年度は定員いっぱいとなる80人が入学しました。1年生全員

がゲーム制作やデザインに関する基礎を幅広く学び、 2年生

からは 「ゲームクリエーションコース」 と 「デザインコース」

に分かれて、 より専門的なスキルを磨いていきます。

   また、町の取り組みとして、遠方からの生徒を支える町営

教育寮 「トベリエ」 を整備し、 16人が入寮し新たな生活を

スタートさせました。 将来のクリエイター・デザイナーを志す

お子さまの進学先として、ぜひ砥部分校デザイン科を選択肢

の一つにご検討ください。
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愛
媛
県
町
村
会
河
野
会
長
（
久
万
高
原

町
長
）
は
、
令
和
7
年
5
月
29
日（
木
）・

30
日（
金
）に
中
村
愛
媛
県
知
事
、
福
羅
愛

媛
県
議
会
議
長
、
管
家
愛
媛
県
市
長
会
会

長
（
西
予
市
長
）
及
び
地
元
選
出
の
国
会

議
員
と
共
に
各
関
係
省
庁
の
大
臣
等
へ
要

望
活
動
を
行
っ
た
。

　
【
5
月
29
日
】

経
済
産
業
省　
　

加
藤　

明
良　

政
務
官

厚生労働省　福岡大臣（左から₅番目） 経済産業省　加藤政務官（左から₅番目）

令
和
８
年
度
重
要
施
策
の
推
進
に

関
す
る
提
案
・
要
望
を
実
施

愛
媛
県
町
村
会
　

　平素より、愛媛県及び県内市町の行政の推進につきまして、
格別の御高配を賜り、深く感謝を申し上げます。
　現在、我が国は、急速に進行する人口減少を始め、コロナ禍
を経た人々の価値観の変化、不安定な国際情勢、激甚化・頻発
化する自然災害、飛躍的な勢いのデジタル技術の進化など、さ
まざまな変動要因に直面しており、先行き不透明な時代を迎え
ていると感じています。
　こうした中、愛媛県では、複雑化・多様化が進む地域課題に
スピード感をもって対応するため、政策立案段階から多様な主
体の参画を得て政策を企画・実行していく「えひめ版政策エコ
システム」を導入するとともに、現場起点での課題解決や新た
な価値の創造を目指す「官民共創拠点」を設置することとする
など、政策立案型行政の更なる深化に努めているところです。
　また、「えひめ人口減少対策重点戦略」の下、人口減少問題に
対し、市町や企業・県民の皆さんと危機感を共有した上で、「オ
ール愛媛体制」により、出会いの場の創出や移住促進等に取り
組むとともに、国内市場の縮小を見据えた海外への農林水産物
の輸出拡大、国内外からの一層の誘客促進に向けたプロモーシ
ョンの展開など、地域経済の活性化にも力を注いでおります。
　さらに、デジタル技術の現場実装・横展開や、県内４大学と
連携したデジタル人材の育成を図るなど、デジタル技術を駆使
したＤＸを強力に推進しているほか、西日本豪雨災害からの創
造的復興と、南海トラフ地震等の大規模自然災害に備えた防
災・減災対策の強化にも努めています。今後とも、これまで種
をまき、ステップアップを図ってきた政策を更に一歩前進させ
るとともに、地方創生の先頭を走る気概を持って、未来の成長
につながる政策に積極果敢に挑戦してまいります。
　国におかれましては、地方創生2.0を起動し、地域資源やデ
ジタル・新技術の活用により付加価値創出型の新しい地方経
済の創生に取り組まれているほか、賃上げや物価高対策等、重
要課題への対応に御尽力いただいているところでありますが、
本県の施策を実効性あるものとするためには、財源の確保はも
とより、地域の実情に即した事業を推進する上での各種制度の
創設や見直しなど、これまで以上に国からの強力な御支援が必
要です。
　つきましては、本県の現状や課題を踏まえ、愛媛県及び県内
市町の発展に不可欠な重要施策の推進に資する提案・要望を取
りまとめましたので、令和８年度政府予算の編成及び政策の決
定に当たりまして、格別の御理解、御配慮を賜りますようお願
い申し上げます。

	 　　　　　愛媛県知事　　　　　　中　村　時　広　
　	 　　　　愛媛県市長会　会長　　管　家　一　夫　
　	 　　　　愛媛県町村会　会長　　河　野　忠　康　

厚
生
労
働
省　
　

福
岡　

資
麿　

大
臣

　
【
5
月
30
日
】

農
林
水
産
省　
　

滝
波　

宏
文　

副
大
臣

内
閣
府
（
地
方
創
生
）

　
　
　
　
　
　
　

伊
東　

良
孝　

大
臣

環
境
省
、
内
閣
府（
原
子
力
防
災
）

　
　
　
　
　
　
　

浅
尾
慶
一
郎　

大
臣

国
土
交
通
省　
　

中
野　

洋
昌　

大
臣

　

要
望
内
容
は
次
の
と
お
り
。

【
最
重
点
項
目
】

Ⅰ　

少
子
化
・
人
口
減
少
対
策

　

1　

地
方
創
生
2
．0
の
推
進
に
つ
い
て

　

2　

人
口
減
少
対
策
の
抜
本
的
強
化
に

つ
い
て

　

3　

少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
の
充

実
に
つ
い
て

　

4　

女
性
活
躍
・
仕
事
と
家
庭
の
両
立

を
推
進
す
る
取
組
の
充
実
・
強
化
に

つ
い
て

　

5　

外
国
人
材
受
入
れ
の
拡
大
及
び
円

滑
化
に
向
け
た
支
援
の
充
実
・
強
化

に
つ
い
て

　

6　

医
師
確
保
対
策
に
つ
い
て

　

7　

公
立
病
院
を
は
じ
め
と
し
た
医
療

機
関
の
健
全
経
営
確
保
に
つ
い
て

　

8　

教
育
立
県
え
ひ
め
の
実
現
に
つ
い

て

Ⅱ　

防
災
・
減
災
対
策

　

9　

林
野
火
災
へ
の
支
援
の
充
実
・
強

化
に
つ
い
て

　

10　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
津
波
避
難
対

策
の
推
進
に
つ
い
て

　

11　

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
防
災
・

減
災
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

　

12　

伊
方
発
電
所
の
安
全
対
策
の
強
化

等
に
つ
い
て



　（3）　令和₇年₅月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 194 号　

の
強
化
に
つ
い
て

　

40　

畜
産
経
営
支
援
対
策
の
強
化
に
つ

い
て

　

41　

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
予
算
確
保

に
つ
い
て

　

42　

民
間
建
築
物
等
の
木
造
・
木
質
化

の
推
進
に
つ
い
て

　

43　

ア
コ
ヤ
ガ
イ
稚
貝
の
へ
い
死
へ
の

対
策
に
つ
い
て

　

44　

漁
業
の
担
い
手
確
保
対
策
の
強
化

に
つ
い
て

　

45　

訪
日
誘
客
支
援
空
港
に
対
す
る
支

援
の
再
開
・
拡
充
に
つ
い
て

　

46　

自
治
体
等
が
取
り
組
む
地
方
誘
客

へ
の
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て

　

47　

地
方
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
自

転
車
関
連
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に

つ
い
て

　

48　

次
世
代
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の

発
掘
・
育
成
に
対
す
る
支
援
等
の
充

実
に
つ
い
て

　

49　

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
へ
の
支

援
の
拡
充
に
つ
い
て

　

50　

地
方
の
文
化
芸
術
施
策
へ
の
支
援

拡
充
に
つ
い
て

Ⅳ　

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

　

51　

Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
係
る
情
報
通
信
基

盤
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

　

52　

林
業
の
Ｄ
Ｘ
推
進
と
成
長
産
業
化

に
つ
い
て

　

53　

水
産
業
の
Ｄ
Ｘ
推
進
と
成
長
産
業

化
に
つ
い
て

Ⅴ　

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

　

54　

循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
た
取

組
の
強
化
に
つ
い
て

　

55　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
の
維

持
・
確
保
に
つ
い
て

　

56　

地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

維
持
・
確
保
に
つ
い
て

　

57　

リ
ス
ク
か
ら
県
民
の
命
を
守
る
安

全
・
安
心
な
生
活
基
盤
の
充
実
に
つ

い
て

農林水産省　滝波副大臣（左から₅番目）

国土交通省　中野大臣（左から₆番目）

内閣府（地方創生）　伊東大臣（左から₃番目）

環境省、内閣府（原子力防災）
　浅尾大臣（左から₄番目）

　

13　

複
合
災
害
に
備
え
た
原
子
力
防
災

対
策
の
充
実
・
強
化
に
つ
い
て

　

14　

肱
川
緊
急
治
水
対
策
の
推
進
に
つ

い
て

　

15　

西
日
本
豪
雨
災
害
に
よ
り
被
災
し

た
か
ん
き
つ
産
地
の
復
興
に
つ
い
て

　

16　

高
規
格
道
路
の
整
備
推
進
に
つ
い

て

　

17　

四
国
の
鉄
道
の
維
持
・
活
性
化
に

つ
い
て

Ⅲ　

地
域
経
済
の
活
性
化

　

18　

か
ん
き
つ
産
地
の
体
質
強
化
に
向

け
た
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

　

19　

自
転
車
国
際
会
議
V
e
l
o
-c
i

　
　

t
y
を
契
機
と
し
た
更
な
る
自
転
車

活
用
の
推
進
に
つ
い
て

　

20　

松
山
空
港
の
機
能
拡
充
に
つ
い
て

　

21　

四
国
遍
路
の
世
界
遺
産
暫
定
一
覧

表
へ
の
記
載
に
つ
い
て

Ⅳ　

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

　

22　

中
小
企
業
等
の
産
業
Ｄ
Ｘ
推
進
へ

の
支
援
充
実
に
つ
い
て

　

23　

次
世
代
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
を
育
む

教
育
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て

Ⅴ　

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

　

24　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施

策
の
拡
充
に
つ
い
て

　

25　

海
洋
ご
み
対
策
に
つ
い
て

【
重
点
項
目
】

Ⅰ　

少
子
化
・
人
口
減
少
対
策

　

26　

持
続
可
能
な
過
疎
地
域
等
の
た
め

の
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て

　

27　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
に
対
す
る

支
援
等
に
つ
い
て

　

28　

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
地
域
医
療

介
護
総
合
確
保
基
金
の
見
直
し
に
つ

い
て

　

29　

特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
向
け
た

支
援
に
つ
い
て

Ⅱ　

防
災
・
減
災
対
策

　

30　

安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
整
備
の

促
進
に
つ
い
て

　

31　

地
域
全
体
で
取
り
組
む
「
流
域
治

水
」
の
推
進
に
つ
い
て

　

32　

命
を
守
り
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る

港
湾
の
整
備
に
つ
い
て

Ⅲ　

地
域
経
済
の
活
性
化

　

33　

産
業
創
出
支
援
の
強
化
に
つ
い
て

　

34　

海
事
産
業
の
支
援
の
強
化
に
つ
い

て

　

35　

職
業
能
力
開
発
促
進
施
策
に
つ
い

て

　

36　

農
林
水
産
物
の
輸
出
拡
大
に
つ
い

て

　

37　

強
い
え
ひ
め
農
業
を
支
え
る
基
盤

整
備
の
推
進
に
つ
い
て

　

38　

地
方
が
取
り
組
む
新
た
な
研
究
開

発
の
支
援
に
つ
い
て

　

39　

家
畜
伝
染
病
に
対
す
る
防
疫
体
制
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愛
媛
県
町
村
会
は
、5
月
23
日
（
金
）
午

前
10
時
か
ら
東
京
都
・
全
国
町
村
会
館
で

「
第
1
回
臨
時
総
会
」
並
び
に
「
第
1
回
全

員
連
絡
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
内
8
町
長
が
出
席
し
た
。

1　

開　

会

2　

会
長
あ
い
さ
つ

　

	

河
野
会
長
（
久
万
高
原
町
長
）

3　

議
事
録
署
名
人
の
指
名

4　

議　

事

　

⑴　

議
案
第
1
号　

任
期
満
了
に
伴
う

会
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

⑵　

議
案
第
2
号　

任
期
満
了
に
伴
う

副
会
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

⑶　

議
案
第
3
号　

任
期
満
了
に
伴
う

理
事
の
選
任
に
つ
い
て

　

⑷　

議
案
第
4
号　

任
期
満
了
に
伴
う

監
事
の
選
任
に
つ
い
て

　
　

こ
の
臨
時
総
会
は
、現
在
の
会
長
、副

会
長
、理
事
及
び
監
事
が
6
月
5
日
で

任
期
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、次
期
役
員

の
選
任
を
行
い
、次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　
　

会　

長　

高
門　

清
彦（
伊
方
町
長
）

　
　

副
会
長　

坂
本　
　

浩（
松
野
町
長
）

　
　

理　

事　

上
村　

俊
之（
上
島
町
長
）

　
　

理　

事　

河
野　

忠
康

　

	

（
久
万
高
原
町
長
）

　
　

監　

事　

兵
頭　

誠
亀（
鬼
北
町
長
）

　
　

な
お
、
新
役
員
の
任
期
は
、
令
和
7

年
6
月
6
日
か
ら
2
年
間
。

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
臨
時
総
会
終
了
後
、

引
き
続
き
「
令
和
7
年
度
第
1
回
全
員
連

絡
会
」
を
開
催
し
た
。

1　

開　

会

2　

会
長
あ
い
さ
つ

　

	

河
野
会
長
（
久
万
高
原
町
長
）

3　

議
長
選
出

4　

会
議
録
署
名
人
の
指
名

5　

報
告
事
項

　

⑴　

全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合
（
自

治
労
）
愛
媛
県
本
部
か
ら
の
要
請
書

に
つ
い
て

　

⑵　

今
治
市
林
野
火
災
に
対
す
る
お
見

舞
い
に
つ
い
て

　

⑶　

地
方
自
治
体
の
シ
ス
テ
ム
標
準
化

コ
ス
ト
増
加
に
関
す
る
要
望
に
つ
い

て

　

⑷　

令
和
7
年
度
本
会
事
務
局
体
制
に

つ
い
て

　
　
　

本
会
事
務
局
長
か
ら
報
告
し
、
一

同
了
承
し
た
。

6　

協
議
事
項

　

⑴　

令
和
7
年
度
町
等
公
平
事
務
委
託

費
の
負
担
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
7
年
度
町
職
員
研
修
会
実
施

計
画
に
つ
い
て

　

⑶　

令
和
7
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・

議
長
大
会
に
つ
い
て

　
　
　

本
会
事
務
局
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、

一
同
了
承
し
た
。

7　

そ
の
他

　
　

第
2
回
臨
時
総
会
並
び
に
第
2
回
全

員
連
絡
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
　

次
回
の
臨
時
総
会
並
び
に
全
員
連
絡

会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
7
月
7
日

（
月
）
に
「
愛
媛
県
自
治
会
館
」
に
て
開

催
す
る
こ
と
で
決
定
し
た
。

第
１
回
全
員
連
絡
会
を
開
催

愛
媛
県
町
村
会
　

 

高
門
清
彦
氏（
伊
方

町
長

）を
会
長
に
選
任

副
会
長
　
坂
本
　
浩
氏
（
松
野
町
長
）　
　 

　

理
　
事
　
上
村
俊
之
氏
（
上
島
町
長
）　
　 

　

理
　
事
　
河
野
忠
康
氏
（
久
万
高
原
町
長
） 

　

監
　
事
　
兵
頭
誠
亀
氏
（
鬼
北
町
長
）　
　 

　

第
1
回
臨
時
総
会
を
開
く 

　

監　事
兵頭 誠亀氏
（鬼北町長）

理　事
河野 忠康氏
（久万高原町長）

理　事
上村 俊之氏
（上島町長）

副会長
坂本　浩氏
（松野町長）

会　長
高門 清彦氏
（伊方町長）

村
上
誠
一
郎
総
務
大
臣
と
の

意
見
交
換
会

�

総
務
省

　

な
お
、
こ
れ
に
先
だ
っ
て
会
議
前
日
に

は
、
村
上
誠
一
郎
総
務
大
臣
と
県
内
8
町

長
が
意
見
交
換
を
行
い
、
関
係
要
望
書
を

手
渡
し
た
。
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会
長
に
前
田
省
二
氏（
上
島
町
議

会
議
長

）を
選
出

副
会
長
　
福
島
大
朝
氏
（
伊
方
町
議
会
議
長
） 

　

監
　
事
　
芝
　
照
雄
氏
（
鬼
北
町
議
会
議
長
） 

　

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
5
月
28

日（
水
）
東
京
・
全
国
町
村
会
館
で
「
令
和

7
年
度
第
1
回
臨
時
総
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
下
9
町
の
全
議
長
が
出

席
し
た
。
規
定
に
よ
り
、
前
田
会
長
（
上

島
町
議
会
議
長
）
が
議
長
と
な
り
、
次
の

と
お
り
進
め
ら
れ
た
。

1　

開　

会

2　

会
長
あ
い
さ
つ　

前
田
会
長

3　

議　

事

　

⑴　

議
長
の
異
動
状
況
等
に
つ
い
て

　

⑵　

本
会
役
員
の
就
退
任
に
つ
い
て

　

⑶　

令
和
7
年
度
行
事
予
定
に
つ
い
て

　

⑷　

今
治
市
林
野
火
災
に
対
す
る
お
見

舞
い
に
つ
い
て

　
　

以
上
の
4
点
に
つ
い
て
、
事
務
局
か

ら
説
明
が
あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。

　

⑸　

任
期
満
了
に
伴
う
会
長
の
選
挙
に

つ
い
て

　

⑹　

任
期
満
了
に
伴
う
副
会
長
の
選
挙

に
つ
い
て

　

⑺　

任
期
満
了
に
伴
う
監
事
の
選
挙
に

つ
い
て

　
　

役
員
の
任
期
が
6
月
2
日
で
満
了
と

な
る
こ
と
か
ら
、
次
期
役
員
に
つ
い
て

協
議
の
結
果
、
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　
　
〈
新
役
員
〉

　
　
　

会　

長　

前　

田　

省　

二　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
島
町
議
会
議
長
）

監　事
芝　　照雄 氏
（鬼北町議会議長）

副会長
福島　大朝 氏
（伊方町議会議長）

会　長
前田　省二 氏
（上島町議会議長）

　
　
　

副
会
長　

福　

島　

大　

朝

　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
方
町
議
会
議
長
）

　
　
　

監　

事　

芝　
　
　

照　

雄　
　

　
　
　
　
　
　
（
鬼
北
町
議
会
議
長
）

　
　
　

な
お
、
任
期
は
令
和
7
年
6
月
3

日
か
ら
の
2
年
間
。

　

⑻　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
議
員

の
互
選
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
説
明
が
あ
っ
た
後
、

前
田
上
島
町
議
会
議
長
を
選
出
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。

　

⑼　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興

協
会
理
事
及
び
評
議
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
理
事
及
び
評
議
員

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
後
、
福

島
伊
方
町
議
会
議
長
を
理
事
に
、
芝

鬼
北
町
議
会
議
長
を
評
議
員
に
推
薦

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

4　

閉　

会

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る
令

和
7
年
度
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修

会
が
、
5
月
27
日（
火
）に
、
東
京
・
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
ホ
ー
ル
Ａ
で
開
催
さ
れ
、
本

県
か
ら
各
町
正
副
議
長
及
び
議
会
事
務
局

長
ほ
か
関
係
者
28
名
が
出
席
し
た
。

　

初
め
に
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
、

「
議
会
の
主
権
者
教
育
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

活
用
」
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

次
に
研
修
会
は
、
渡
部
全
国
議
長
会
会

長
（
北
海
道
厚
真
町
議
会
議
長
）
の
開
会

の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
次
の
と
お
り
講

演
が
行
わ
れ
た
。

○
「
広
域
災
害
対
応
を
含
め
た
自
治
体
の

令
和
７
年
度
町
村
議
会

　
　
　
　

議
長
・
副
議
長
研
修
会

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
く
　

災
害
対
応
力
強
化
に
不
可
欠
な
﹁
防
災

Ｄ
Ｘ
﹂」

　
　

内
閣
府
政
策
統
括
官（
防
災
担
当
）付

　
　

参
事
官（
防
災
デ
ジ
タ
ル・
物
資
支
援
）

　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

真
太
郎　

氏

○
「
平
成
か
ら
の
災
害
に
学
ぶ
復
旧
・
復

興
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
―
自
治
体
実
務

の
立
場
か
ら
―
」

　
　

明
治
大
学
名
誉
教
授

　
　

	

　
　
　

青
山　
　

佾　

氏

○
「
災
害
と
議
会
・
議
員
の
役
割
」

　
　

同
志
社
大
学
名
誉
教
授

　
　

	

　
　

新
川　

達
郎　

氏
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新
議
長
紹
介

　

5
月
1
日
の
久
万
高
原
町
議
会
臨

時
会
に
お
い
て
議
長
の
選
挙
が
行
わ

れ
、
熊
代
祐
己
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　
　

久
万
高
原
町
議
会
議
長

　
　
　
熊く

ま

　
代し

ろ

　
祐ゆ

う

　
己き

　
氏

　

新
議
長
紹
介

　

5
月
1
日
の
内
子
町
議
会
臨
時
会

に
お
い
て
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

泉
浩
壽
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　
　

内
子
町
議
会
議
長

　
　
　
泉

い
ず
み

　
　
　
浩ひ

ろ

　
壽と

し

　
氏

　

新
議
長
紹
介

　

5
月
1
日
の
愛
南
町
議
会
臨
時
会

に
お
い
て
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

吉
田
茂
生
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　
　

愛
南
町
議
会
議
長

　
　
　
吉よ

し

　
田だ

　
茂し

げ

　
生お

　
氏

　

四
国
四
県
町
村
会
長
・
事
務
局
長
会
議

が
、香
川
県
当
番
に
よ
り
5
月
2
日
（
金
）

「
香
川
県
自
治
会
館
」
で
開
催
さ
れ
、四
国

4
県
の
会
長
及
び
事
務
局
長
が
出
席
し
た
。

　

会
議
は
、
開
催
県
で
あ
る
香
川
県
の
谷

川
会
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
慣
例

に
よ
り
谷
川
会
長
が
議
長
と
な
っ
て
議
事

に
入
っ
た
。

₁　

開　

会

₂　

あ
い
さ
つ　

谷
川
香
川
県
会
長

₃　

議
長
選
出　

谷
川
香
川
県
会
長

₄　

議　

事

　

⑴　

各
県
提
出
議
題

　
　

①　

令
和
6
年
度
四
国
四
県
町
村

四
国
四
県
町
村
会
長･

事
務
局
長
会
議

長
・
議
長
大
会
決
算
に
つ
い
て

　
　
　
　

前
回
当
番
で
あ
る
愛
媛
県
の
向

井
事
務
局
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、

一
同
異
議
な
く
了
承
さ
れ
た
。

　
　

②　

令
和
7
年
度
四
国
四
県
町
村

長
・
議
長
大
会
開
催
要
綱（
案
）に

つ
い
て

　
　

③　

令
和
7
年
度
四
国
四
県
町
村
長・

議
長
大
会
予
算（
案
）に
つ
い
て

　
　

④　

令
和
7
年
度
四
国
四
県
町
村

長
・
議
長
大
会
開
催
に
伴
う
依
頼

事
項
に
つ
い
て

　
　
　
　

前
記
②
③
④
に
つ
い
て
は
、
当

番
県
で
あ
る
高
知
県
笹
岡
事
務
局

長
が
一
括
説
明
し
、
一
同
異
議
な

く
了
承
さ
れ
た
。

　
　
　
　

な
お
、
本
年
度
の
四
国
四
県
町

村
長
・
議
長
大
会
は
、
9
月
25
日

（
木
）
高
知
県
高
知
市
の
「
ザ	

ク

ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
新
阪
急
高
知
」
で

開
催
予
定
。

　
　

⑤　

全
国
町
村
会
次
期
役
員
に
つ
い
て

　
　
　
　

全
国
町
村
会
次
期
役
員
の
申
し

合
わ
せ
に
つ
い
て
確
認
を
行
っ
た
。

　

⑵　

次
回
開
催
県
に
つ
い
て

　
　
　

次
回
は
愛
媛
県
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
決
定
し
た
。

　

⑶　

そ
の
他

₅　

閉　

会

　

会
議
終
了
後
、
高
知
の
池
田
前
会
長
、

香
川
県
の
中
村
前
局
長
を
迎
え
、
マ
リ
ン

パ
レ
ス
さ
ぬ
き
で
意
見
交
換
会
を
開
催
し

た
。

令
和
７
年
度
副
町
長
会
を
開
催

�

愛
媛
県
町
村
会

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
5
月
26
日
（
月
）

午
後
2
時
30
分
か
ら「
愛
媛
県
自
治
会
館
」

に
お
い
て
令
和
7
年
度
副
町
長
会
を
開
催

し
、県
下
9
町
の
副
町
長
等
が
出
席
し
た
。

　

会
議
は
、
佐
藤
代
表
幹
事
（
久
万
高
原

町
副
町
長
）
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
協
議
に

入
り
、次
の
と
お
り
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

■
日
本
郵
便
株
式
会
社
か
ら
の
事
業
説
明

　

郵
便
局
と
地
方
創
生
に
つ
い
て

■
県
市
町
振
興
課
か
ら
の
連
絡
事
項

　

県
・
市
町
連
携
施
策
検
討
促
進
事
業
費

に
つ
い
て

■
各
町
か
ら
の
提
出
問
題
に
つ
い
て

　

①　

災
害
時
の
避
難
等
住
民
へ
の
情
報

伝
達
手
段
に
つ
い
て�

（
伊
方
町
）

　

②　

自
治
会
等
に
対
す
る
支
援
施
策
に

つ
い
て�

（
砥
部
町
）

　

③　

定
年
延
長
者
に
つ
い
て

�

（
伊
方
町
）

　

④　

よ
り
効
果
的
な
昇
任
制
度
に
つ
い
て

�

（
内
子
町
）

　

⑤　

職
員
数
及
び
手
当
等
の
現
状
に
つ

い
て�

（
愛
南
町
）

　

⑥　

デ
ジ
タ
ル
に
関
す
る
高
度
な
知
識

を
持
つ
「
高
度
専
門
人
材
」
の
確
保

に
つ
い
て�

（
久
万
高
原
町
）

　

⑦　

業
務
標
準
化
と
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ

ウ
ド
へ
の
移
行
に
よ
る
庁
内
シ
ス
テ

ム
運
用
経
費
へ
の
影
響
に
つ
い
て

�

（
松
野
町
）

　

⑧　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
と
運

営
方
法
等
に
つ
い
て�

（
内
子
町
）

　

⑨　

総
合
教
育
会
議
の
運
営
方
法
に
つ

い
て�

（
上
島
町
）

　

前
記
9
題
に
つ
い
て
、
各
町
の
現
状
と

対
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

な
お
、
研
修
会
終
了
後
に
意
見
交
換
会

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
菅
副
知
事
並
び
に

濱
里
副
知
事
の
出
席
の
も
と
、
出
席
者
の

交
流
が
図
ら
れ
た
。
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新
議
長
紹
介

　

5
月
2
日
の
鬼
北
町
議
会
臨
時
会

に
お
い
て
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

芝
照
雄
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　
　

鬼
北
町
議
会
議
長

　
　
　
芝し

ば

　
　
　
照て

る

　
雄お

　
氏

　

新
議
長
紹
介

　

5
月
2
日
の
伊
方
町
議
会
臨
時
会

に
お
い
て
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

福
島
大
朝
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　
　

伊
方
町
議
会
議
長

　
　
　
福ふ

く

　
島し

ま

　
大お

お

　
朝と

も

　
氏

５
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
愛
媛
県
人
権
対
策
協
議
会
第
65

回
定
期
大
会

▽
2
日
＝
四
国
四
県
町
村
会
会
長
局
長
会

議
▽
7
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

令
和
7
年
度
事
業
等
事
務
説
明
会

▽
8
日
＝
愛
媛
県
企
業
連
合
会
第
54
回
定

期
総
会

▽
9
日
＝（
一
社
）内
外
情
勢
調
査
会
松
山

支
部
5
月
懇
談
会

▽
14
日
＝
愛
媛
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会

幹
事
会
、
令
和
7
年
度
愛
媛
県
水
防
協

議
会

▽
15
日
＝
災
害
共
済
事
業
等
事
務
研
修
打

合
会（
16
日
ま
で
）、（
公
財
）愛
媛
県
国

際
交
流
協
会
令
和
6
年
度
事
業
報
告
及

び
決
算
に
係
る
監
事
監
査

▽
16
日
＝
令
和
7
年
度
第
1
回
愛
媛
県
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
調
整
委
員
会

▽
21
日
＝
愛
媛
労
働
局
第
1
回
中
高
年
世

代
活
躍
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
愛
媛
県
協

議
会

▽
22
日
＝
村
上
誠
一
郎
総
務
大
臣
と
の
意

見
交
換
会

▽
23
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
令
和
7
年
度
第

1
回
臨
時
総
会
・
第
1
回
全
員
連
絡
会
・

南
宇
和
郡
町
議
会
議
員
研
修
会

▽
26
日
＝
令
和
7
年
度
副
町
長
会

▽
27
日
＝
令
和
7
年
度
全
国
簡
易
水
道
大

会
、
令
和
7
年
度
全
国
簡
易
水
道
協
議

会
通
常
総
会
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会

令
和
7
年
度
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長

研
修
会
、
令
和
7
年
度
「
え
ひ
め
移
住

交
流
促
進
協
議
会
」
第
1
回
総
会

▽
28
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
令
和

7
年
度
第
1
回
臨
時
総
会
、
全
国
町
村

議
会
議
長
会
都
道
府
県
会
長
会
、
全
国

町
村
議
会
議
員
共
済
会
代
議
員
会
、
全

国
町
村
議
会
議
員
互
助
会
代
議
員
会

▽
29
日
＝
令
和
8
年
度
国
の
施
策
等
に
関

す
る
提
案
・
要
望
活
動（
30
日
ま
で
）

▽
30
日
＝（
一
社
）愛
媛
県
建
設
業
協
会
令

和
7
年
度
表
彰
式
、
松
山
空
港
利
用
促

進
協
議
会
監
事
監
査
、
全
国
町
村
会
政

調
幹
事
会
・
政
調
幹
事
会
各
委
員
会

　
　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、
多
く
の
人

が
国
内
外
へ
観
光
、
帰
省
な
ど
で
移
動
す

る
連
休
に
あ
た
る
。
5
月
5
日
は
「
こ
ど

も
の
日
。
国
民
の
祝
日
。
子
供
の
人
格
を

重
ん
じ
、
子
供
の
幸
福
を
は
か
る
趣
旨
で

制
定
。も
と
端
午
の
節
句
。」
と
あ
る
（
広

辞
苑
）。

　

近
年
、「
働
き
改
革
」
か
ら
何
処
と
な
く

仕
事
社
会
に
少
し
ゆ
と
り
と
変
化
が
出
て

き
た
よ
う
だ
。
た
だ
連
休
明
け
新
入
社
員

の
早
期
退
職
者
増
は
…
。
一
方
、
日
常
生

活
で
は
、
昨
年
夏
期
か
ら
続
く
コ
メ
不
足

と
価
格
、
諸
物
価
高
騰
の
流
れ
は
止
ま
ら

ず
。
さ
ら
に
大
・
中
・
小
全
て
の
企
業
は
、

節
度
な
き
ト
ラ
ン
プ
関
税
の
対
応
策
に
苦

慮
し
、
来
年
度
の
賃
上
げ
も
危
惧
。
今
後

の
経
済
の
動
向
に
目
が
離
せ
な
い
。
も
と

も
と
「
情
」
な
ど
存
在
し
な
い
経
済
の
世

界
で
あ
る
が
、
貧
困
国
へ
も
一
律
「
相
互

関
税
」。
ま
た
、
無
資
源
国
で
頭
脳
と
技
術

を
背
景
に
貿
易
に
邁
進
し
て
来
た
我
が
国

は
じ
め
各
国
は
、
ト
ラ
ン
プ
自
流
の
関
税

を
乗
り
切
る
力
や
、
落
と
し
ど
こ
ろ
が
何

処
な
の
か
先
行
き
不
透
明
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
3
年
8
か
月
を
耐
え
る
か
、
法
と
社

会
秩
序
あ
る
民
主
主
義
に
鑑
み
、
ア
メ
リ

カ
国
民
の
懐
深
い
良
識
と
行
動
に
期
待
す

る
か
。
目
下
、
最
善
策
は
見
当
た
ら
な
い

気
配
の
5
月
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
我
が
国
の
15
歳
未
満
の
こ
ど
も

人
口
は
、総
人
口
の
11
・
1
％
（
1
3
6
6

万
人
）
と
過
去
最
低
（
総
務
省
推
計
）
を

占
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
一
方
、
減
少
一

方
に
あ
る
現
在
の
こ
ど
も
達
は
、
幸
せ
で

あ
ろ
う
か
。
将
来
の
経
済
的
な
見
地
か
ら

人
口
構
成
を
危
惧
す
る
社
会
全
体
の
関
わ

り
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
深
刻
に
こ

ど
も
の
環
境
に
関
心
を
持
つ
べ
き
で
は
…
。

こ
ど
も
家
庭
庁
の
役
割
は
大
き
い
。

　

我
が
国
の
子
ど
も
の
「
幸
福
度
」
感
は
、

他
国
に
比
べ
て
極
め
て
低
い
と
云
わ
れ
る
。

特
に
現
代
問
題
の
一
つ
に
、15
人
に
1
人
い

る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
（
小
学
生
で
家
族
の

介
護
、
介
助
に
あ
た
る
。）
の
存
在
が
あ
る
。

勿
論
、
超
少
子
・
超
高
齢
社
会
の
た
め
、
致

し
方
な
い
事
情
な
ど
あ
ろ
う
が
、
病
弱
な

親
ら
の
介
護
・
介
助
に
昼
夜
追
わ
れ
、
こ
ど

も
本
来
の
学
業
や
遊
び
の
自
由
時
間
を
奪

わ
れ
た
ま
ま
、
孤
立
し
た
現
生
活
か
ら
の

解
放
を
、
ま
ず
は
連
休
で
あ
ろ
う
と
な
か

ろ
う
と
普
通
に
こ
ど
も
達
を
「
休
」
ま
せ

た
い
も
の
だ
。次
に
紛
争
地
域
、戦
時
下
で

は
な
い
我
が
国
内
で
3
度
の
食
事
が
満
足

に
と
れ
ず
「
こ
ど
も
食
堂
」
を
頼
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
ど
も
達
が
多
く
存
在
す

る
事
も
異
常
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
ど
も
自

殺
者
の
事
象
。
年
々
増
し
て
い
る
と
云
わ

れ
る
自
閉
症
ら
発
達
障
害
者
へ
の
対
処
と

理
解
。
低
年
齢
者
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
被
害
。

　

要
は
、
普
通
に
成
長
す
る
べ
き
社
会
環

境
を
乱
さ
せ
て
い
る
の
は
大
人
か
も
し
れ

な
い
。
助
け
る
力
が
あ
る
は
ず
の
大
人
社

会
に
何
事
も
見
て
見
ぬ
観
が
有
っ
て
は
な

ら
な
い
。
こ
ど
も
達
を
護
り
幸
せ
の
世
界

へ
誘
導
す
べ
き
方
策
は
、
大
人
全
体
の
責

任
で
あ
り
、
行
動
範
囲
内
に
あ
る
。

�

　
（
Ｔ
）

　

修
正
＝
3
月
号
の
本
欄
文
中
「
…
咳
を

…
」は
、「
…
く
し
ゃ
み
を
…
」と
し
ま
す
。

一
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